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２名の持続時間は短い。一方，ナットウでは持続時間はすべて大差がない

ように見受けられる。これは，同じ破裂音ではあるが，調音点が影響して

いるのではないかと推察できる。つまり，シッパイでは，語頭の子音［ ］

が歯茎硬口蓋だが，促音部分からは唇に移るので，動きが速いが，ナット

ウでは，語頭の子音を歯茎と舌尖の閉鎖で調音した後，再び歯茎で閉鎖を

作るので時間差が生じ，結果として，持続時間が保たれているような聞こ

えを持つのではないかということである。それを別の角度から観察するた

め，直前の音節の時間長とも比較を試みた。以下がその数値である。

直前音節 促音音節

CF １３７msec １０１msec

CM １００msec ５５msec

JF １４５msec ２８２msec

表２ 促音音節と直前音節の持続時間１

今後，さらに正確なデータとするために，調音点をも勘案した生成の音声

資料を採集していきたい。
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次に，促音の部分を学習者がどのように意識しているのかを観察するた

め，同様の語である，シッパイとナットウを対象語として，促音部分で調

音行動をとめるという行動を要求したところ，以下のようになった。


